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けられる］活動を A ／ B パターンと呼んで，A 項
のパフォーマンスに対応づけながら B 項の活動を
間接的に推測した実践活動を仮定している。


































象者から見た A ／ B パターン生成過程から検討
し，さらなる技法へと展開させていく必要がある。
梅津の相互輔生の観点からみても，教育実践者に


















図１　再帰的に循環する A ／ B パターン（深谷，2006，p.199）
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示唆している。



























































































































と両者が共有する第 3 項（X）との間で ABX シス
テムが形成されたとしたら，AS（補助者）→ X















































































致せずに緊張が生じた場合，A → X と B → X の
態度に対して相称への圧力が作用し，コミュニ
ケーションにより再び均衡を得る方向への力が働







　また，上述した A ／ B パターンにおいて，A 項
とＢ項が再帰的に循環するためには，両者に共通














































させる。そのことが上述の A → X と B → X の志
向性の一致を生み出し，A と B の間における対人
態度の意味を浮かび上がらせることになる。



























































































































　　 （＃ 4 ～＃ 6）






























































































































　　 （＃ 9 ～＃ 11）





























































































































緩やかである。しかし，対象児 B と補助者 AS だ
けが残った事態は，場面に留まる限りその相手と






















































































ABX システムにおける A → X の質の差に応じて，
B → X が異なる様相を表し，それぞれにおいて
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（付記）
　本研究を通して，人に係わることについて多く
の学びを頂いたＢくんとＢくんのお母様に，この
場をお借りし心より御礼申し上げます。また，お
母様の面接をご担当いただきました Z 大学心理相
談センターの香月菜々子先生に，厚く御礼申し上
げます。そして，日本教育心理学会ポスター発表
会場にて，多くのご意見・ご指摘をたまわりまし
た皆様に心から感謝申し上げます。
